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漏電箇所はどこだ！

新発田事業所  長谷川 勝治

今回は、「低圧絶縁監視装置」を設置してあるスーパーマーケットで起こった漏電事故の発生

箇所を「漏電探査器(漏電の発生を記録できる装置)」で突き止めた事例をご紹介します。

「低圧絶縁監視装置」とは、漏電等を24時間監視し、お客さまの電気設備に漏電が発生すると、

その情報を自動的に当協会へ通報する装置です。その情報を受けた協会検査員が現地に急行して

対処することで、感電や漏電火災を未然に防止することができます。

ある日、スーパーマーケットから漏電が発生したことを示す「警戒連続」の情報が入りました

のですぐにお客さまに連絡して現地へ向かいました。

現地に到着後、電気設備を点検しましたが、その時点では漏電は自然復旧したため漏電箇所は

分かりませんでした。同様の現象が1週間前にも数回発生しましたが漏電箇所が分からなかった

ので、今後も漏電が発生することを予測し、「漏電探査器」をキュービクル内に取付けてありま

した。「漏電探査器」の記録を見たところ漏電箇所が店内照明の回路であることが分かりました。

これまでの状況から、漏電が発生している僅かな時間に漏電箇所を突き止めなければならない

ため、測定場所に合わせてタイプの違う「漏電探査器」を新たに取付け漏電箇所の探索に努めま

した。しばらくして、また漏電が発生したため、直ちに店内照明の回路を「漏電探査器」で測定

したところ、野菜コーナーの回路に漏電があることを突き止めました。店長さまにお尋ねしたと

ころ、最近、照明の位置を変えたとの事でしたが、その漏電もすぐに回復し原因特定ができませ

んでした。お店には買物のお客さまも大勢いましたので、店長さまと相談のうえ、引続き「低圧

絶縁監視装置」で監視を続け、翌日の開店前に再調査することにしました。

翌朝、予定どおり調査を開始したところ、野菜コーナーの照明装置として、ロの字形に組んだ

ダクトレール（レール上の任意の場所に複数台の照明を取付けられる配線器具）にスポット形照

明を取付けて、数本のワイヤーで天井から吊るして使用している箇所がありました。よく見ると

ワイヤーが１本だけ緩んでいたため、もしやと思いレール部分を数回押したところ、「漏電探査器」

にレールを押した回数分の漏電が記録されま

した。

原因は、レール内の電路に緩んだワイヤー

の先端が接触して、漏電したものと判明しま

した。

手直し作業の結果、漏電も治まりお店の営

業に支障もなくホッと胸を撫でおろしました。

この経験を今後に活かし、電気事故の未然防

止に努めてまいります。
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